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の
設
置
お
よ
び
農
道
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

菱
田
海
岸
に
つ
い
て
は
、
背
後

地
の
農
地
保
全
と
防
災
の
観
点
か

ら
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
対
策
事
業
で
は
、
高
井

田
・
崎
園
・
中
部
・
南
中
沖
の
4

地
区
を
引
続
き
実
施
し
、
農
地
の

排
水
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
栫
谷
地
区
と
立
小
野
地

区
の
農
道
整
備
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
谷
迫
地
区
の
農

業
用
排
水
路
整
備
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
生
産
や
集
落
環

境
の
利
便
性
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
」
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

『
建
設
課
関
係
』

　

環
境
基
盤
整
備
の
根
幹
と
な
る

町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
道
の

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
仮
宿
下
原
線
」、「
中
段
牧
線
」

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
時
の
市
街
地
浸
水

解
消
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
上

三
文
字
地
区
の
都
市
下
水
路
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
関
係
で
は
、
ひ
ば

り
ヶ
丘
住
宅
の
電
気
配
線
改
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
公
営
住
宅

に
火
災
報
知
機
を
年
次
的
に
設
置

し
、
住
み
や
す
い
住
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
県
工
事
関
係
で
は
、
垂

水
大
崎
線
の
整
備
が
引
き
続
き
行

わ
れ
ま
す
が
、
大
崎
輝
北
線
の
仮

宿
地
区
の
歩
道
整
備
と
篠
段
地
区

の
砂
防
ダ
ム
も
新
規
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

『
福
祉
課
関
係
』

　

本
年
、
全
国
健
康
福
祉
祭
か
ご

し
ま
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿

児
島
２
０
０
８
）
が
県
内
10
市
3

町
で
開
催
さ
れ
、
本
町
で
は
囲
碁

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

と
併
せ
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
活
動
で
好
評
を
得
て
い

る
親
子
で
遊
ぶ「
は
っ
す
る
広
場
」

等
の
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
本
年
か
ら
商
工

会
や
地
域
の
商
業
者
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
県
と
共
同
で
「
か
ご

し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
」
を
開
始
し
、
子
育
て
を
温
か

く
応
援
す
る
地
域
づ
く
り
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
の
方
々
に
対
す
る

無
料
の
健
診
回
数
を
現
在
の
年

2
回
か
ら
5
回
に
増
や
す
と
と
も

に
、
同
一
世
帯
か
ら
３
人
以
上
の

児
童
が
保
育
所
等
に
入
所
し
て
い

る
場
合
の
３
人
目
以
降
の
保
育
料

無
料
化
を
実
施
し
、
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
入
所
児
童
数
の
減
少
に

伴
う
保
育
環
境
や
保
育
所
運
営
の

あ
り
方
を
考
慮
し
、
平
成
19
年
度

末
を
も
っ
て
持
留
保
育
所
を
廃
止

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

環
境
保
全
に
取
り
組
む
活
動
に
つ

い
て
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
活
動
主
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
促
進
す
る
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
教
育
委
員
会
管
理
課
関
係
』

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ

コ
ン
機
器
の
更
新
や
校
舎
等
の
耐

震
診
断
、
屋
根
防
水
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
問
題
行
動
な
ど
の
対
策
と
し

て
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
教
育
相
談
や
支
援
体
制

の
整
備
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
町
立
学
校
の
適

正
規
模
お
よ
び
適
正
配
置
に
つ
い

て
の
検
討
も
引
き
続
き
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
立
小
野
小
学
校
に

つ
い
て
は
、保
護
者
・
地
域
の
方
々

と
の
話
し
合
い
に
よ
る
合
意
の
も

と
、
児
童
の
教
育
環
境
を
考
慮
し

な
が
ら
、
平
成
21
年
度
か
ら
野
方

小
学
校
へ
統
合
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

『
総
務
課
関
係
』

　

消
防
防
災
関
係
に
つ
い
て
は
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
3
台
と
消
防

ホ
ー
ス
を
購
入
し
、
火
災
時
に
お

け
る
迅
速
な
消
火
活
動
に
努
め
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
備
え
て
自

主
防
災
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
確
保
対
策
で
は
、

施
設
の
有
効
利
用
と
住
宅
建
設
に

か
か
る
経
費
節
減
を
図
る
た
め

に
、
旭
ヶ
丘
に
あ
る
県
職
員
共

済
住
宅
を
県
か
ら
無
償
で
譲
り
受

け
、
入
居
さ
れ
る
方
々
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
施
設
の
改
修
を
行

う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
関
係
』

　
「
省
エ
ネ
家
族
・
応
援
プ
ラ
ン
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

in
お
お
さ
き
」
や
、
大
隅
ス
ポ
ー

ツ
交
流
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
各

種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
企
業
立
地
に
も
力

を
傾
注
し
、
町
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
関
係
で
は
、「
く
に
の
松

原
」
を
中
心
と
し
た
観
光
資
源
や

本
町
に
存
在
す
る
史
跡
、
産
業
な

ど
を
活
用
し
、
交
流
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
関
係
で
は
、
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
店
街
の
活
性
化

と
地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

『
水
道
課
関
係
』

　

安
心
・
快
適
な
給
水
の
確
保
、

災
害
対
策
の
充
実
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
等
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
、
中

組
地
区
送
・
配
水
管
布
設
替
工
事

な
ど
７
件
の
事
業
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、公
共
下
水
道
事
業
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
崎
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
と
上
仮

宿
地
区
の
汚
水
管
渠
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
高
尾
・
益

丸
地
区
64　

の
基
本
設
計
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

ha


